
主目的 6 23 3

副目的 ○

款 項 目 大 中

実施計画対象

目的

（対象をどの様な

状態にするのか）

橋りょうの長寿命化修繕計画の策定など、計画的な維持管理を進め、橋りょう管理コストを

縮減するとともに、安全性を向上させる。また、耐震設計を行い、耐震工事を行うことによ

り、震災時の緊急輸送、避難のための道路網を確保する。
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◆２６年度実施内容

・定期点検委託により橋りょうの現状を把握し、計画的な補修・耐震補強工事を行った。

・職員は、委託、工事の設計積算及び施工管理を行う。

◆２６年度直接経費の内訳

【委託業務内容】

測量設計業務委託　　９橋　（委託料：　１５，３８７千円）

新安戸橋外８橋

橋りょう定期点検業務委託　２０４橋　　（委託料：４３，７５０千円）

橋りょう清掃業務委託　１件　　（委託料：１，１３４千円）

【工事内容】

橋りょう耐震補修工事　４橋　　（工事請負費：４７，３２３千円）

入会橋（前年度繰越し）、（新安戸橋、大坪橋、立野橋）（翌年度繰越）

橋りょう補修工事　３橋　　（工事請負費：１０，３３２千円）

道木川7号橋、郷前橋（翌年度繰越）中池橋（前年度繰越し）

◆２7年度直接経費の内訳

【委託業務内容】
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【委託業務内容】

測量設計業務委託　　３橋　（委託料：６，５００千円）

北尾張４号橋、郷西橋、常普請橋

高速道路交差橋りょう補修工事委託　３橋　（委託料：６７，４００千円）

高根橋、桃花台第１橋、桃花台第４橋

橋りょう現況調査委託業務委託　１４６橋　　（委託料：４３，２００千円）

橋りょう清掃業務委託　１件　　（委託料：　１，３００千円）

【工事内容】

橋りょう耐震補修工事　２橋　　（工事請負費：６３，９００千円）

藤ヶ丘２号橋、外堀新橋

橋りょう耐震補修工事　３橋 大坪橋、立野橋、新安戸橋（前年度繰越）（工事請負費：２６，２８１千円）

高速道路交差橋りょう補修工事　３橋　（工事請負費：７７，９００千円）

高根橋、桃花台第１橋、桃花台第４橋

橋りょう補修工事　３橋　　（工事請負費：６，０００千円）

小針川１号橋、北尾張６号橋、無名橋

橋りょう補修工事　１橋　郷前橋（前年度繰越し）　　（工事請負費：６，７００千円）
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累積耐震工事実施橋

梁

H25

186

65

50

7

146

204

事業の

達成状況

幹線道路に架かる重要橋りょうついては、平成25年度に橋りょう長寿命化計画を策定

した。今後はその計画に沿って補修工事を実施する予定である。又、小規模橋りょう

については、橋りょう定期点検を進め、定期点検の結果を基に補修工事を実施してい

る。よって、通常時の交通利便性・交通安全性の向上も図られている。
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実実実実

事業実施におけ

る課題

橋りょうについての耐震・補修工事は全国的に多く発注される状況となっており、工事

費の増加および入札の不調などの課題がある。
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一次評価のとおり。

25年度策定した「橋りょう長寿命化修繕計画」に基づき、計画的に修繕を実施する

こと。事業拡大にあたっては、国庫補助金等を活用し、一般財源を抑えること。

拡　大

方向性の判定

事業を縮小・

廃止したときの

影響

方向性の判定 判　定　理　由

拡　大

国策事業として、道路ストック総点検で実施している橋りょう定期点検について、国の

指導に伴い、今まで未点検であった橋りょうを全て実施する。今後、その点検結果を

基に、補修が必要とする小規模橋りょうを橋りょう長寿命化修繕計画を策定し、補修

工事を社会資本総合交付金を活用しながら実施する。

橋りょうは震災時の緊急輸送、避難のための道路網など、住民活動を営む上で重要

な施設である。適切な点検に基づいた補修を行う必要があるため、廃止をすればこれ

らの機能を果たせなくなる。

対象の拡大や手段の充実等により、事業のボリュームを拡

大すべきもの

２７年度における

事業の改善・見

直し内容（新規追

加事項、廃止・削

減事項等）

継続的に橋りょう定期点検を進め、また、計画的に耐震及び補修工事を行うことによ

り、災害時の緊急輸送、避難路を確保することができることとなるため、今後も現状の

とおり継続的に事業を実施する必要がある。又、国策事業として、国からの補助金を

活用し、平成25年度に策定した橋りょう長寿命化修繕計画を基に、平成27年度から計

画的に補修工事を実施しているため、拡大とした。
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２８年度以降

の改善案

平成25年9月の道路法改定により、橋りょう等の定期点検（5年に1回）が義務化された

ことから、点検費及び補修費の増加が予想されるため、補修が必要とする小規模橋

りょうについても橋りょう長寿命化修繕計画を策定し、補修工事を国からの補助金を

充当し、市費を抑えながら実施していく。
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